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「周囲に勇気を分けてあげたい」 一麟
像
作
裁
一一今
村
秒
一静
岸
Ｌ
講
悔

三
遠
南
信
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す
団
体
で
活
躍

す
る
人
材
を
育

て
る
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ツ
プ

（
就
業
体

験
）
事
業
で
、
遠
州
地
区
の
参
加
者

二
十
九
人
の
集
合

研
修
会
が

二
十
日
、
浜
松
市
中
区
城
北
の
市
勤
労
会
館

Ｕ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
生
ま
れ

つ
き
聴
覚
障
害
が
あ

る
映
像
作
家
の
今
村
彩
子
さ
ん
＝
写
真
＝
が
、
手
話
を

使

っ
て
講
演
し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

（神
谷
慶
）

中区で「三遠南信事業」研修会

ハ
ン
デ

ィ
が
あ
り
な
が

ら
事
業
を
興
し
、
障
害
者

と
健
常
者
が
共
生
す
る
た

め
の
社
会
づ
く
り
を
提
案

し
て
い
る
今
村
さ
ん
の
思

い
を
、
研
修
生
に
知

っ
て

も
ら
う
の
が
主
な
狙
い
。

今
村
さ
ん
は
名
古
屋
市

出
身
。

「
父
が
見
せ
て
く

れ
た
字
幕
付
き
の
洋
画
に

元
気
を
も
ら

っ
た
。
自
分

も
、
周
囲
に
勇
気
を
分
け

て
あ
げ
た
い
と
思

っ
た
」

と
、
映
像
制
作
を
志
す
き

っ
か
け
を
振
り
返

っ
た
。

大
学
時
代
の
米
国
で
の

留
学
経
験
を
基
に
、
手
話

通
訳
者
な
ど
が
付
き
添
う

こ
と
で
、
聴
覚
障
害
者
が

得
ら
れ
る
情
報
を
確
保
す

る

「
講
義
保
障
」
の
考
え

方
を
紹
介
。
実
践
し
て
い

る
大
学
、
学
生
を
取
材
し

た
自
身
の
作
品

「
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
」
に
つ

い

て
、

「
作

品

に

よ

っ

て
、
保
障
に
取
り
組
む
大

学
が
増
え
る
こ
と
が

一
番

う
れ
し
い
」
と
伝
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
就
業
体
験

事
業
で
研
修
生
を
受
け
入

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業

な
ど
十
団
体
に
よ
る
活
動

説
明
も
行
わ
れ
た
。

事
業
主
体
は
、
内
閣
府

の
地
域
社
会
雇
用
創
造
事

業
を
受
託
し
た
三
遠
南
信

地
域
連
携
ビ
ジ

ョ
ン
推
進

会
議

（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
。
研

修
は
各
法
人
に
受
け
入
れ

て
も
ら
う
形
で
、
自
然
資

源
、
地
域
づ
く
り
、
安
心

安
全
の
三
分
野
で
、
九
月

末
ま
で
に
三
十
日
間
実
施

さ
れ
る
。


